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◆ 研究概要 
1) 日本糖尿病学会主導の糖尿病診療ガイドライン策定． 
2) パーキンソン病に対する Donepedil のランダム化比較試験（DASH-PD）． 
3) 慢性心不全に対する高尿酸血症薬のランダム化比較試験（LEAF-CHF）． 
4) 心房細動のコホート研究データの分析（J-RHYTHM）． 
5) 末梢動脈疾患レジストリーデータの分析（SEASON）． 
6) 脳梗塞の再発予防に対する Pravastatin のランダム化比較試験（J-STARS）． 
7) 虚血性脳卒中の再発予防に対する Cilostazole のランダム化比較試験（CSPS）． 
8) 難治性眼疾患に対するヒト乾燥羊膜の臨床試験． 
 
◆ 著 書 
1)  折笠秀樹．脳・心・腎血管疾患クリニカル・トライアル Annual Overview 2015．臨床研究適正評価教育機構編． 
東京：ライフサイエンス出版；2015．EBM；p．64. 
2)  折笠秀樹．小児・思春期糖尿病コンセンサスガイドライン．日本糖尿病学会・日本小児内分泌学会編．東京：南江
堂；2015. （評価委員として参画） 
 
◆ 原 著 
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T. Early response to certolizumab pegol predicts long-term outcomes in patients with active rheumatoid arthritis: Results from 
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Prevention Study for Antiplatelet Combination (CSPS.com): A randomized, open-label, parallel-group trial. Int J Stroke. 2015 
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16)  田嶼尚子，西村理明，泉 和生，林野泰明，折笠秀樹，野田光彦，植木浩二郎．糖尿病合併症の実態把握とその抑
制に関する大規模観察研究 研究計画と 2 型糖尿病のベースラインデータ JCDP study 1．糖尿病．2015 May；58(5): 
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◆ 総 説 
1)  折笠秀樹．メタアナリシスの変遷と今後の課題．薬理と治療．2015 May；43(5): 607-11. 
2)  折笠秀樹．論文作成における統計解析に関する留意点．薬理と治療．2015 Jul；43(7): 939-42. 
3)  折笠秀樹．傾向スコア解析の是非を巡る話題．日本医事新報．2015 Aug 8；(4763): 44-6. 
4)  折笠秀樹．傾向スコア解析入門．薬理と治療．2015 Aug；43(8): 1101-8. 
5)  折笠秀樹．RCT 万能時代からの脱皮．薬理と治療．2015 Sep；43(9): 1231-3. 
6)  折笠秀樹．臨床研究におけるばらつきとバイアス：臨床統計学と臨床疫学の使命. Therapeutic Research. 2015 Oct ; 
36(10): 913-8. 
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intake: a systematic review of clinial trials. 第 26 回日本疫学会総会；2015 Jan 21-23；名古屋. 
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follow-up of cardiovascular events in patients with ASO treated with antiplatelet agents: a report from SEASON. 第 78 回日本
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10)  小谷英太郎，新 博次，井上 博，奥村 謙，山下武志，大塚俊昭，折笠秀樹．非弁膜症性心房細動例における血
栓塞栓症に対する高血圧の影響: J-RHYTHM Registry からの報告．第 38 回日本高血圧学会総会；2015 Oct 9-11；松
山． 
11)  折笠秀樹，松井研一．「臨床研究における統計家の役割」シンポジウム（座長）．第 36 回日本臨床薬理学会学術総会；
2015 Dec 9-11；東京．   
 
◆ その他 
1)  折笠秀樹．疾病負担度に応じた研究投資が必要な時代．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Feb 16；No.310. 
2)  折笠秀樹．ドイツでは国家機関が新薬に関する評価を公表している．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Mar 26； 
No.324. 
3)  折笠秀樹．生データによるメタアナリシスの診療ガイドラインへの引用割合．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Mar 
27；No.325. 
4)  折笠秀樹．臨床研究の実施と評価のポイント～糖尿病研究を事例に．第 9 回西東京臨床糖尿病研究会・学術講演会；
2015 Apr 4；国分寺. 
5)  折笠秀樹．臨床研究を読み解くための統計学．第 27 回富山県高血圧研究会；2015 May 14；富山. 
6)  折笠秀樹．FDA が承認したデバイスでは選択的報道があった！．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Jun 26；No.372. 
7)  折笠秀樹．米国 FDA による不承認のレターと企業によるプレスリリースの相違．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 
Jun 29；No.373. 
8)  折笠秀樹．臨床試験を正しく評価するために．臨床研究適正評価教育機構夏季セミナー；2015 Jul 25；東京． 
9)  折笠秀樹．医療機器においては市販後臨床試験が重要になりつつある．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Aug 31；
No.404. 
10)  折笠秀樹．撤回論文はもともと粗雑に書かれていた．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Nov 2；No.441. 
11)  折笠秀樹．報奨金は医師･患者ともに支払われて初めて効果が現れる．CLEAR! ジャーナル四天王．2015 Dec 11； 
No.458. 
12)  折笠秀樹．ITT とは. シリーズ「臨床試験の ABC」（「杏林シンポジア」提供 ラジオ NIKKEI 第一放送）．2015 Dec 12. 
13)  折笠秀樹．メタ解析とは. シリーズ「臨床試験の ABC」（「杏林シンポジア」提供 ラジオ NIKKEI 第一放送）．2015 Dec 
28. 
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